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宮城県教育の動向（昭和２０年以降） 

 

西暦（年号） 県教育関係の主な出来事 国・県等の主な出来事 

1945（昭 20）  ・仙台空襲 

・「終戦の詔書」布告 

1946（昭 21)  ・日本国憲法公布 

1947（昭 22) ・新制小学校発足 

（本校 290，分校 232） 

・新制中学校発足 

（県立 284，国立 2，私立 12） 

・教育基本法施行 

・学校教育法施行 

・日本国憲法施行 

・地方自治法施行 

・カサリン台風 

1948（昭 23） ・新制高等学校発足 

（県立 36 校，市町村立・組合立 17 校，私立 12 校*右欄参照） 

・定時制課程として 21 校を定時制高校に指定 

・通信制高等学校発足（仙台一高，古川高に併設） 

・県立盲啞学校を分離し，県立盲学校・県立聾学校発足 

・精神薄弱学級(4/1)（槻木小学校／東北で初） 

・定時制高等学校が発足（独立校 1，中心校 36，分校 74） 

・宮城県教育委員会発足（4 年委員 3 名，2 年委員 3 名，議会選出 1 名） 

・教育委員会法施行 

・アイオン台風 

 

1949（昭 24） ・岩出山高等学校，県立に移管 

・NHK 全国唱歌ラジオ・コンクール小学校の部で県代表南材木町小学

校が全国最優秀となる 

・NHK 全国唱歌ラジオ・コンクール中学校の部で県代表五橋中学校が

全国最優秀となる 

・湯川秀樹氏ノーベル賞受賞 

 

1950（昭 25） ・「宮城県公立学校通学区域に関する規則」制定 

（全県 13 学区。ただし実業科は学区設けず） 

・第三女子高等学校，県下初の男女共学を実施 

（S25，S26 の 2 年間で廃止） 

・名取高等学校，飯野川高等学校，県立に移管 

・全国学校植林コンクール第 1 回大会高校の部で南郷高等学校第 1 位 

・仙台市教育委員会発足 

・私立学校法施行 

・文化財保護法施行 

・朝鮮戦争勃発 

 

1951（昭 26） ・県の教育目標を決定 

・仙台・塩竈・石巻の三市の完全給食実施 

・岩ヶ崎高等学校，県立に移管 

・NHK の協力で通信制高校にラジオ放送開始 

・マッカーサー解任 

・産業教育振興法施行 

・サンフランシスコ対日平和条約・日米

安全保障条約署名 

1952（昭 27） ・小牛田農林高等学校田尻分校，登米高等学校米谷分校，石巻高等学

校前谷地分校･矢本分校が，町立定時制高校として独立 

・第 1 回宮城県高等学校総合体育大会開催 

・第 7 回国民体育大会が宮城・福島・山形の三県共催で開催 

・大崎八幡宮,国宝指定 

1953（昭 28） ・柴田高等学校，農林部を柴田農林高等学校に，普通部を大河原高等

学校に分離 

・東北大で現職講座を開催（1,500 人） 

・瑞巌寺本堂,国宝指定 

 

1954（昭 29） ・石巻商業高校，県立に移管 

・県下中学校で最初の精薄特殊学級を設置（白石市立白石中学校） 

・青函連絡船洞爺丸台風のため沈没 

1955（昭 30） ・古川高校通信教育部が仙台一高通信教育部に統合（通信教育一県一

校の国方針による） 

・肢体不自由児療育施設拓桃園，名取市秋保村に開校 

・陸奥国分寺の遺跡発掘調査 

・神武景気(12/-～1957/6） 

参考資料 

＊新制高等学校発足時の私立高等学校 

・東北高等学校・東北商業高等学校・仙台育英高

等学校・東北学院高等学校・朴沢女子高等学校・

三島学園女子高等学校・宮城学院高等学校・聖和

学園吉田高等学校・仙台白百合学園・尚絅女学院・

常盤木学園高等学校・栴檀学園高等学校 
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西暦（年号） 県教育関係の主な出来事 国・県等の主な出来事 

・この年県内の特殊学級数が 5 校 7 学級になる。 

1956（昭 31） ・定時制高校の統廃合，募集停止 13 校 

・私立古川商業高等学校開設 

・宮城県私立幼稚園連合会結成 

・この年，白石高校・古川高校・石巻高校・鼎ヶ浦高校が仙台一高通

信教育部の協力校となり，巡回指導を開始 

・宮城県財政再建団体となる 

・地方教育行政の組織及び運営に関する

法律施行（任命制の教育委員会制度発

足） 

・国際連合に加盟 

1957（昭 32） ・県立聾学校小牛田分校開校（昭 37.4 県立小牛田聾学校となる） 

・渡波町立渡波家政専修学校開校（後の石巻市立女子商業高校） 

・南極観測隊，昭和基地を作る 

・国連安保理非常任理事国に当選 

・ソ連，初の人工衛星打ち上げ成功 

1958（昭 33）  ・米，人工衛星第 1 号打ち上げ成功 

1959（昭 34） ・私立聖ウルスラ学院高等学校開校 ・NHK 教育テレビ放送開始 

・松島瑞巌寺庫裡及び廊下，国宝指定 

1960（昭 35） ・私立聖ドミニコ学院高等学校開校 

・東北大に工業教員養成所を設置 

・「県高等学校生徒急増対策委員会」，急増対策を答申 

・チリ地震大津波 

・ケネディ大統領当選 

・宮城県経済発展計画策定 

1961（昭 36） ・県立光明養護学校開校 

・私立東北電子工業高等学校開校 

・この年度より独立定時制公立学校を県立に移管 

・全国一斉学力調査を実施（小・中・高

等学校） 

1962（昭 37） ・白石工業高等学校開校 

・県立聾学校小牛田分校，県立小牛田聾学校として独立 

・私立いずみ養護学校開校 

 

1963（昭 38） ・仙台第三高等学校，石巻工業高等学校開校 

・国立宮城工業高等専門学校設置 

・私立祇園寺高等学校開校 

・全国 PTA 協会結成 

1964（昭 39） ・県立学校条例 

 

・仙台湾地区，新産業都市に指定 

・宮城県スポーツセンター落成 

・県民会館開館落成 

1965（昭 40） ・水産実習船「みやぎ丸」進水 ・八木山動物公園開園 

1966（昭 41） ・村田町立村田高等学校，県立に移管 

・この年高校入試科目 9 科目から 5 科目に変更 

・敬老の日(9/15),体育の日(10/10)新設 

・多賀城跡附寺跡,特別史跡指定 

1967（昭 42） ・宮城県立船岡養護学校開校 ・県勢発展計画 

1968（昭 43） ・宮城県整肢不忘園開設(白石市大鷹沢) 

・宮城県教育研修センター発足 

・河南高等学校・松島高等学校，県立に移管 

・「特殊教育振興充実計画」策定 

・「宮城県幼稚園教育振興充実計画書」まとめる 

・宮城県総合福祉センター開設 

・川端康成氏，ノーベル文学賞 

・3 億円事件 

1969（昭 44) ・仙台一高にて「制服闘争宣言」が出され，制服の自由化が要求される  

・宮城教育大学第 1 回卒業生新採教員となる 

・仙台市内高校で学校封鎖事件起こる 

・多賀城跡調査研究所開設 

・米，アポロ 11 号，人類初の月面着陸

成功 

 

1970（昭 45） ・塩釜高等学校，塩釜女子高等学校，県立に移管 

・県立光明養護学校・県立船岡養護学校に高等部新設 

・「特殊教育振興計画」策定 

・日本，第 1 号人工衛星「おおすみ」打

ち上げ成功 

・大阪万博開催 

・県民の森オープン 
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西暦（年号） 県教育関係の主な出来事 国・県等の主な出来事 

1971（昭 46） ・矢本高等学校，県立に移管 

（これにより宮城県の町立高等学校がなくなる） 

・「第 1 回教育懇談会」開催（県志津川合庁） 

・蔵王少年自然の家開設 

・仙台港落成式 

・変動相場制移行 

1972（昭 47） ・県立拓桃養護学校が県立船岡養護学校から分離 

・私立東北学院榴ケ岡高等学校開校 

・学制 100 年記念式典 

・札幌冬季オリンピック 

・宮城県長期総合計画「新しいふるさと

づくり」策定 

・沖縄県発足 

・日中共同声明発表 

1973（昭 48） ・中新田高等学校，泉高等学校，女川高等学校，一迫商業高等学校開

校 

・西多賀養護学校，国立西多賀療養所内に開校 

・アラブ石油輸出国機構（OAPEC)石油

減産を決定 

（第 1 次オイルショックへ） 

1974（昭 49） ・高等学校入学者選抜審議会最終答申 

（骨子「仙台学区二分割，単独選抜，昭 51 以降できるだけ早い時期

に実施」） 

・東北歴史資料館オープン 

 

1975（昭 50） ・仙台向山高等学校開校 

・「仙台学区の二分割に関する基本方針」発表 

・水産実習船「宮城丸」進水 

・野鳥の森（蔵王町）オープン 

 

1976（昭 51） ・多賀城高等学校開校 

・志津川海洋青年の家オープン 

・仙台市電営業終了 

・県民の森に「青少年の森」オープン 

1977（昭 52） ・仙台地区高校学区 2 分割による入試実施を決定 

・仙台南高等学校開校 

・大学入試センター発足 

・有珠山爆発（北海道） 

・共通 1 次試験試行テスト（全国で

48,000 人が参加） 

1978（昭 53） ・貞山高等学校開校 

・県立山元養護学校，県立金成養護学校，県立光明養護学校角田分校

開校 

・仙台市立鶴谷養護学校開校 

・涌谷高校女子ハンドボール部，全国ハンドボール選抜大会で優勝 

・宮城県沖地震 

（M7.4,死者27名（うち児童生徒8名）、

住宅全半壊 85,000 戸） 

・宮城県新長期総合計画「新しいふるさ

とづくり」策定 

1979（昭 54） ・名取北高等学校開校 

・県立光明養護学校向山分校，石巻分校開校 

・県立金成養護学校古川分校開校 

・県立光明養護学校泉分教室開設 

・インベーダーゲームによる問題行動の防止について」を県立学校長

あて通知 

・初の国立大共通 1 次試験実施   

・第二次オイルショック 

1980（昭 55） ・松山高等学校開校 

・県立金成養護学校波迫分校開校 

・イラン・イラク戦争勃発 

1981（昭 56） ・泉松陵高等学校開校 

・定時制（塩釜高等学校，塩釜女子高等学校）廃止 

・宮城県美術館オープン 

・米，スペースシャトル打ち上げ成功 

1982（昭 57） ・定時制（松島高等学校，飯野川高等学校）廃止 

・県立角田養護学校開校 

・県立金成養護学校気仙沼分校開校 

・東北新幹線，大宮－盛岡間開通 

1983（昭 58） ・宮城広瀬高等学校開校 

・泉館山高等学校開校 

・仙台西高等学校開校 
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西暦（年号） 県教育関係の主な出来事 国・県等の主な出来事 

・仙台図南萩陵高等学校（定時制）開校 

・私立東陵高等学校開校 

・定時制（白石女子高等学校，村田高等学校，角田高等学校，図南高

等学校）を廃止 

・県立石巻養護学校開校 

1984（昭 59） ・教育事情視察（中曽根首相等）来県 

（仙台市立太白小視察，中・高校生及び教育関係者と懇談） 

・利府高等学校開校 

・県立気仙沼養護学校開校 

 

1985（昭 60） ・石巻西高等学校開校 

・気仙沼西高等学校開校 

・県立古川養護学校開校 

・県立光明養護学校名取分校開校 

・県警本部「いじめ」に関する対応として，「少年相談電話」を開設 

・国際科学技術博覧会（つくば万博） 

1986（昭 61） ・仙台市立女子高等学校（定時制），仙台図南萩陵高等学校（定時制）

へ統合 

・柴田高等学校開校 

・ワシントン D.C 教員団，仙台二高等を視察 

・男女雇用機会均等法施行 

・ハレー彗星地球に大接近 

・第 1 回国民文化祭開催 

・第三次宮城県長期総合計画「新しいふ

るさとづくり」策定 

1987（昭 62） ・仙台東高等学校開校 

・県立名取養護学校開校 

・NHK 大河ドラマ「独眼竜政宗」放映 

・仙台市営地下鉄開業 

・未来の東北博覧会（仙台港） 

1988（昭 63） ・柴田農林高等学校白幡分校，小牛田ろう学校廃止 

・県立小牛田高等養護学校，県立ろう学校小牛田分校開校 

・４週６休制スタート 

・水産実習船「宮城丸」進水 

・第 1 回スポーツ・レクリエーション祭

開催 

1989（平元） ・県立利府養護学校開校 

・「すこやか家庭教育相談事業」の夜間電話相談開始 

・県サッカー場完成 

・県学校不適応対策会議」発足 

・特殊教育 100 周年・盲ろう学校義務制 40 周年・養護学校義務制 10

周年記念宮城大会（鶴谷養護学校） 

・仙台市，全国 11 番目の政令指定都市 

・初任者研修，小学校について本格実施 

・第 1 回全国生涯学習フェスティバル開

催 

1990（平 2） ・国指定重要文化財に県図書館所蔵「坤輿万国全図」を答申 

・県立迫養護学校開校 

・貞山高等学校，県内初の単位制高等学校となる 

・県美術館「佐藤忠良記念館」開館 

・平成 2 年度全国高等学校総合体育大会を開催（仙台市他） 

・「宮城ブリティッシュ・コロンビア教育交流計画」調印式 

（本県とカナダの高校生を相互に派遣） 

・初任者研修，中学校について本格実施 

1991（平 3） ・県特殊教育センター設置 

・私立西山学院高等学校開校 

・第 1 回産業教育フェア 

・「学校週 5 日制検討委員会」設置 

・初任者研修，高等学校について本格実

施 

1992（平 4） ・「学校週 5 日制推進委員会」設置 

・「週 5 日制実施要綱」制定 

・平成 13 年の第 56 回国体（夏季・秋季大会）の本県開催が内定 

・宮城県生涯学習基本構想（みやぎ学習の森構想）策定 

・学校教育法施行規則改正 

（毎月第二土曜日を休業日とする月 1

回の学校週 5 日制の実施） 

・初任者研修，特殊教育諸学校で本格実施 
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・幼稚園新規採用教員研修実施開始 

1993（平 5） ・インフルエンザ大流行で臨時休校相次ぐ 

・「魅力ある県立高校づくり推進会議」設置 

・「みやぎ教育フォーラム’９３」開催（仙台市） 

・2002 年 W 杯サッカー国内候補地に

決定（7 月県議決） 

・宮城県総合計画「森と海と人の宇宙論

-アジア・太平洋の拠点を目指して-」

策定 

1994（平 6） ・みやぎ鳴子国体 

・富谷高等学校開校 

・けやき教室，大河原町及び気仙沼市で開所 

・9.22 豪雨，臨時休校・授業打ち切り相次ぐ 

・H7 から学校週 5 日制月 2 回の実施が告示 

・「みやぎ教育フォーラム’９４」開催（仙台市） 

・学校教育法改正 

（毎月第 2，4 土曜日を休業日とする月

2 回の学校週 5 日制実施） 

 

1995（平 7） ・「いじめ専用電話」夜間・休日相談開始 

・いじめ問題リーフレット「メッセージ・いじめ」を県内小・中・高

校，市町村へ配布 

・いじめ問題に関する「相談ダイヤル」カードを県内全児童生徒らに

配布 

・いじめ問題リーフレット「みんなでスクラム」を県内全世帯に配布 

・宮城野高等学校開校 

・けやき教室，迫町で開所 

・スクールカウンセラーを 3 校（長町中，富谷中，泉松陵中）に配置 

・みやぎ学習の森ネット（県生涯学習関係情報システム）稼動 

・県総合運動公園「グランディ 21」に総合プールがオープン 

・阪神・淡路大震災 

・地下鉄サリン事件 

 

1996（平 8） ・「宮城県生涯学習振興計画」策定 

・蔵王高等学校開校 

・いじめ問題に関する｢相談ダイヤル｣カードを県内の全小学生に配布 

・「けやき教室」築館町で開所 

・スクールカウンセラーの配置拡大（13 校へ） 

・いじめの問題に関する文部大臣緊急ア

ピール（かけがえのない子どもの命を

守るために） 

・FIFA で 2002 年 W 杯サッカー日韓大

会を決定 

1997（平 9） ・「みやぎ新時代教育ビジョン」策定 

・宮城大学開学 

・宮城県教育改革推進本部設置 

・宮城県学校不適応対策会議 

・宮城県中・高一貫・連携教育構想検討委員会設置 

 

1998（平 10） ・宮城県中・高一貫・連携教育構想検討委員会,構想検討報告書を提出 

・宮城県図書館，仙台市泉区にオープン 

・平成 13 年の第 56 回国体（新世紀・みやぎ国体），第 1 回全国障害

者スポーツ大会（翔く・新世紀みやぎ大会）の本県開催が正式決定 

・2 学期から県内 174 の中学校に「心の教室相談員」を配置 

・宮城県不登校相談センターを教育研修センター内に設置 

・国指定重要文化財に東北歴史博物館所蔵「宮城県田柄貝塚出土品」

指定 

・長野オリンピック冬季大会開催 

・仙台空港 3,000m 滑走路供用開始 

・佐々木主浩氏(横浜ベイスターズ，シ

アトルマリナーズ)に県民栄誉賞 

1999（平 11） ・「県立高校将来構想検討素案」公表 

・東北歴史博物館オープン 

・改正学校教育法施行 

（中高一貫教育の選択可能に） 

2000（平 12） ・県立高校将来構想有識者会議設置 

・国指定重要文化財に東北歴史博物館所蔵「宮城県里浜貝塚出土品」

指定 

・宮城県総合計画「新世紀豊かさ実感み

やぎ-真に豊かな，安心とゆとりの地

域づくりを目指して-」策定 

・上高森遺跡で発見された旧石器，捏造

発覚 
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西暦（年号） 県教育関係の主な出来事 国・県等の主な出来事 

2001（平 13） ・第二次県生涯学習振興計画策定  

・県立高校将来構想策定 

・迫桜高等学校開校 

（栗原農業高等学校・若柳高等学校を再編） 

・県立岩沼高等養護学校開校 

・志津川町，教育長を公募(県内初) 

・第 56 回国体（新世紀・みやぎ国体）開催，男女総合 1 位 

・第 1 回全国障害者スポーツ大会（翔く・新世紀みやぎ大会） 

・平成 13 年度公立高等学校入学選抜より，通学区域の統合拡大や定

員の 3％以内で他地区からの通学を可能とする新通学規則を実施 

・完全学校週 5 日制スタート 

・仙台塩釜港が特定重要港湾に昇格 

・慶長遣欧使節関係資料,国宝指定 

2002（平 14） ・スポーツ振興基本計計画策定（県民総スポーツ社会の実現） 

・2002FIFA W 杯サッカー，宮城スタジアムで 3 試合開催 

・第 1 回県民満足度調査実施 

・2002FIFAW 杯サッカー(ブラジル優勝) 

2003（平 15） ・海洋総合実習船「宮城丸」進水 

・仙台南高等学校に民間出身校長が就任 

・この年，連携型中高一貫教育対象校（志津川高等学校，志津川中学

校，入谷中学校，戸倉中学校，歌津中学校）で相互乗入授業の実施

など始まる 

・私立秀光中等教育学校開校 

・平成の大合併県内第 1 号（加美町） 

・宮城県北部連続地震 

・県立子ども病院開院 

・田中耕一氏（ノーベル化学賞受賞）に

県民栄誉賞 

2004（平 16） ・学級編制弾力化事業（少人数学級）はじまる 

（県内すべての小学校２学年と中学校１学年で３５人超学級の解消を

図るもの） 

・プロ野球新球団(楽天イーグルス)が設

立決定 

2005（平 17） ・「宮城県学力向上推進プログラム」策定 

・みやぎ教育の日を定める条例施行 

（11/1 を「みやぎ教育の日，11 月を「みやぎ教育月間」と定める） 

・併設型中高一貫校（古川黎明高等学校・同集学校）開校 

・角田高等学校開校 

（角田高等学校・角田女子高等学校を再編） 

・築館高等学校開校 

（築館高等学校・築館女子高等学校を再編） 

・気仙沼高等学校開校 

（気仙沼高等学校・鼎が浦高等学校を再編） 

・東松島高等学校開校（昼夜間開講型三部制単位制高校） 

（矢本高等学校，同校定時制，石巻高等学校定時制，石巻女子高等学

校定時制を再編） 

・県障害児教育将来構想策定 

・みやぎ教育の日記念式典（関連事業 225 事業） 

・「はやね・はやおき・あさごはん」推奨運動 

・蕪栗沼・周辺水田，ラムサール条約に

登録 

・厚労省，人口の年間推計で初の減少を

公表 

2006（平 18） ・第三次県生涯学習振興計画策定 

・石巻高等学校，石巻好文館高等学校，石巻商業高等学校が男女共学

化（石巻好文館は石巻女子から校名変更） 

・荒川静香氏(トリノオリンピック女子

シングル金メダル)に県民栄誉賞 

・教育基本法，制定以来約 60 年ぶりに

改正され施行。教育三法も改正 

2007（平 19） ・県立高等学校の普通科の通学区域制度撤廃を決定（撤廃は H22 年度

から） 

・宮城の将来ビジョンの教育分野 

（①着実な学力向上と希望する進路の実現 ②豊かな心と健やかな体

の育成 ③児童生徒や地域ニーズに応じた特色ある教育環境づくり

④家庭・地域・学校の協働による子どもの健全な育成 ⑤生涯学習

の確立とスポーツ・文化の振興） 

・農業高等学校秋保校，黒川高等学校大郷校，白石高等学校(定時制)

・仙台空港アクセス鉄道開業 

・宮城の将来ビジョン「富県共創！活力

とやすらぎの邦づくり」策定 

・新潟中越沖地震 

・全国学力・学習状況調査実施 
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西暦（年号） 県教育関係の主な出来事 国・県等の主な出来事 

募集停止 

2008（平 20） ・宮城県教育振興審議会条例施行 

・第 1 回教育振興審議会（全 7 回開催) 

・宮城第一高等学校（第一女子高等学校から校名変更し共学化） 

・田尻さくら高等学校 

（田尻高等学校を再編し，昼夜間開講型単位制高校へ） 

・飯野川高等学校募集停止 

・小学校と中学校の学習指導要領改訂

(H23.4 実施) 

・国，「教育振興基本計画」策定 

（教育基本法に基づき初めて策定。 

「教育立国の実現に向けて」取組む。 

 対象期間：H20～H24 年度 

  基本的方向性： 

  ①社会全体で教育の向上に取組む 

  ②個性を尊重しつつ能力を伸ばし，個

人として，社会の一員として生きる

基盤を育てる 

  ③教養と専門性を備えた知性豊かな

人間を養成し，社会の発展を支える 

  ④子供たちの安全・安心を確保すると

ともに，質の高い教育環境を整備す

る） 

・リーマンショック（リーマンブラザー

ズ破綻） 

2009（平 21） ・岩ケ崎高等学校創造工学科（鶯沢校舎）を設置  

（鴬沢工業高校に併置。同校は平 23.3 閉校） 

・みやぎっ子ルルブル推進会議設立 

（社会総がかりで基本的生活習慣定着に取組む体制構築） 

・高等学校，特別支援学校の学習指導要

領改訂(H25.4 実施) 

・岩隈久志氏(東北楽天，投手 3 冠，沢

村賞 etc）に県民栄誉賞 

2010（平 22） ・「宮城県教育振興基本計画」策定 

（対象期間 H22～H31 年度 

 施策の基本方向： 

 ①学ぶ力と自立する力の育成 ②豊かな人間性や社会性，健やかな

体の育成 ③障害のある子どもへのきめ細かな教育の推進 

 ④信頼され魅力ある教育環境づくり ⑤家庭・地域・学校が協働し

て子どもを育てる環境づくり ⑥生涯にわたる学習・文化・スポー

ツ活動の推進 

・「新県立高校将来構想」策定 

・併設型中高一貫校（仙台二華中学校・高等学校）開校 

（二女高等学校の校名変更及び県立中学校開校） 

・白石高等学校開校 

（白石高等学校・白石女子高等学校を再編） 

・みやぎの志教育プラン 

・県内全ての県立高等学校の共学化が完了 

・仙台北部道路利府しらかし～富谷 JT

が開通，仙台都市圏高速環状ネットワ

ーク完成 

2011（平 23） ・「学ぶ土台づくり推進計画」策定 

・宮城県教育復興懇話会 

（本県教育の東日本大震災からの速やかな復興に向け，今後の本県の

教育施策の在り方について，学識経験者等の意見を聴取するため開

催・全 4 回開催し，提言書を提出） 

・女川高等学校募集停止 

・東日本大震災 

（M9.0・最大震度７(県北部)，全市町

村に災害救助法適用） 

・宮城県震災復興計画策定 

2012（平 24） ・「宮城県学力向上推進プログラム」(改訂版)策定 

・防災主任・防災担当主幹を制度化 

（全国に先駆け県内すべての公立学校に 1 名配置，地域の拠点学校に

防災担当主幹教諭を市町村単位で 1 名以上配置） 

・「みやぎ学校安全基本指針」策定 

・国，「復興庁」，仙台市に「宮城復興局」

設置 

「宮城の将来ビジョン・震災復興実施計

画」策定 

・国，スポーツ基本計画策定 
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（震災の教訓を踏まえ，あらゆる災害に対応する新たな指針を策定，

防災教育に加え交通安全，生活安全を網羅する指針） 

・「宮城県スポーツ推進計画」策定 

 

2013（平 25） ・みやぎ中学生いじめ問題を考えるフォーラム 

・「みやぎの教育情報化推進計画」策定 

・みやぎの先人集「未来への架け橋」発行 

・「宮城県いじめ防止基本方針」策定 

（県及び教育委員会が策定） 

・みやぎ小学生いじめ問題を考えるフォーラム 

・第 24 回全国産業教育フェア宮城大会開催 

（「繋げよう・広げよう・伝えよう みやぎから」を大会テーマに名取

市で開催） 

・「学力向上に関する緊急会議」からの提言 

（学力向上に向けた 5 つの提言 

 ①どの子供にも積極的に声がけをするとともに，子供の声に耳を傾

けること ②子供をほめること，認めること ③授業のねらいを明

確にするとともに，授業の終末に適用問題や小テスト，授業感想を

書く時間を位置づけること ④自分の考えをノートにしっかり書か

せること ⑤家庭学習の時間を確保すること。） 

・国，教育再生実行会議設置 

（1 次提言：いじめの問題等への対応 

 2 次提言：教育委員会制度等の在り方 

 3 次提言：これからの大学教育の在り方 

  4 次提言：高等学校教育と大学教育接

続・大学入学者選抜の在り

方） 

・みやぎ鎮魂の日を定める条例施行 

・「いじめ防止対策推進法施行」 

・国，第 2 期「教育振興基本計画」策定 

（「自立・創造・協働」の 3 つの理念の

実現に向けた生涯学習社会の構築を

目指す。 

 対象期間：H25~H29 年度 

  基本的方向性： 

  ①社会を生き抜く力の養成 

  ②未来への飛躍を実現する人材の要 

  ③学びのセーフティネットの構築 

  ④絆づくりと活力あるコミュニティ

の形成） 

・国，「いじめ防止基本方針」策定 

・田中将大氏，株式会社楽天球団（プロ

野球日本一）に県民栄誉賞 

2014（平 26） ・県立小松島支援学校開校 

・「宮城県高等学校防災系学科設置基本構想」策定 

・みやぎ学校防災副読本「未来へのきずな」(小学 3･4 年生用)の作成 

・宮城県学力・学習状況調査実施 

・みやぎの協働教育に係る懇話会設置 

・全国生涯学習ネットワークフォーラム 2014 宮城大会開催 

・羽生結弦氏（ソチオリンピック男子シ

ングル金メダル）に県民栄誉賞 

・国，教育再生実行会議提言 

（5 次提言：今後の学制等の在り方） 

・御嶽山噴火 

2015（平 27） ・「宮城県特別支援教育将来構想」策定 

・第 1 回宮城県学力向上対策協議会開催 

・みやぎ学校防災副読本「未来へのきずな」(小学 1･２年生，5･6 年

生用)の作成 

・「第 2 期学ぶ土台づくり推進計画」策定 

・登米総合産業高等学校開校 

（上沼高等学校，米山高等学校，米谷工業高等学校及び登米高等学校

(商業科）を再編） 

・「教育等の振興に関する施策の大綱」 

・学力向上対策「ステップ･アップ５(ファイブ）」公表 

・「いじめ問題への取組等の徹底について」を各市町村教委へ通知 

・小・中・高校生スマホフォーラム 

・算数チャレンジ大会 2015（優勝:大河原小学校，準優勝:矢本東小学校） 

・第 1 回教育振興審議会開催 

・県図書館「東日本大震災アーカイブ宮城」運用開始 

（第 2 期宮城県教育振興基本計画について諮問を受け審議スタート） 

・国，教育再生実行会議提言 

（6 次提言：「学び続ける」社会、全員

参加型社会、地方創生を実

現する教育の在り方 

 7 次提言：これからの時代に求められ

る資質・能力と、それを培

う教育、教師の在り方 

 8 次提言：教育立国実現のための教育

投資・教育財源の在り方） 

・改正地方教育行政の組織及び運営に関

する法律施行 

（新教育長制度，総合教育会議，教育等

振興に関する施策の大綱など） 

・子ども・子育て支援新制度スタート 

・宮城県地方創生総合戦略策定 

 


